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Abstract

　 Amano 　Kiyoshi （】907−1948），who 　was 　a　physicist 　and 　an 　able 　historian　of 　sciencc 　but　killed　by　the　air 　rald 　4

months 　before　the　termination 　 Qf 　thc　World ．　War ．　H ，performed　both　bibliographical　and 　experimental 　 researches 　 on

surviving 　Japanese　weights 　and 　moasures ，　K ．　Amano 　made 　some 　measurements 　in　l9420n 　surviving 　Japanese 　weights

and 　 measures ；On 　the　same 　 surviving 　weights 　and 　measurcs ，　 new 　 measurements 　 were 　rnade 　by　us 　in　2003　 and 　2004 ．

The 　results 　of 　both　 of 　these 　mcasurements 　were 　reported 　by　rnyselfat 　the　 occasion 　 of 　the　M じmoriai 　Symposium 　for

K ．Amano ，
s　 centennial 　held　in　the　general　 mceting 　 ofjapanese 　Historical 　Metrology 　in　February 　 l7th，2007 ．　In　this

paper，　thc　achievements 　of 　Aman 〔〉
「
s　 rescarchcs 　 are 　 summarized ，　particularly 　on 　（1）　the　 relation 　between 　the　 old

Japanese 　and 　modcrn 　mctric 　units 　of 　length，（2） his　measurements 　on 　the　surviving 　standard 　measures 　in　the　Edo　Era

in　Japan，　and 　（3）　 his　measurements 　ofthe 　surviving 　weights 　in　the　Edo　Era　in　Japan．　In　addition ，　a 　comparison

between　thcresults 　ofhis 　mesurements 　and 　ours 　ismadc　in　this　paper ．

Key　words ：Kiyoshi　AmanQ ，　measurements 　on 　surviving 　weights 　and 　mcasurcs ，　m ¢ ag．　urements 　on 　standard 　measures

　 　 　 　 in　 the　 Edo 　 Era，　 measurements 　 on 　 weights 　 in　 the 　 Edo 　 Era，　 Kyou −masu ，　 Gotouls 　 weights ，　 ho −jaku，

　 　 　 　 Kyouho −jaku，　Secchu −jaku，　Matasirou −jaku

1．は じめ に

　天 野清 に よ る 日本度量衡 史研 究 は 、昭和 16

年 『科 学史研究』 に掲載 された 「明治度制 の 起

原 と内 田 五 観」 か ら、昭和 19 年 『計量 界』に掲

載 され た 「本 邦 度量衡 の 由来 VI」 ま で の 、わず

か 4 年 の 問 に遂行 され 、断片的に発 表 された。

しか し天 野 の 研究の 中身は非常 に濃い もの で 、

実 物資料の 実測 とい う実証 面を重視 した研 究で

あ っ た 。 こ の よ うな実証面 を重視す る とい う態

度 は現 在に お い て も見習 うべ き も の が あ る と 考

え られ る。天 野清 の 度量衡 史研 究は既 に 高 田誠

二 に よ っ て 詳 細に 記 載され て い る
D

。

　 こ こ で は 天野 に よ っ て 行 われ た古尺 、古枡 、

占分銅 の 実測 に つ い て 紹介す る と同時 に、私達

が科学研 究費、「近代 日本の 計 量関係実物資料 の

成立 過程の 研 究」 で 行 っ た 実測 結果
2） と の 比 較

を行 い た い と考 え る。

　天 野 は度量衡の 従来 の 研究に 対 し て極 め て批

判精神が旺盛 で、
“
昭和 の 今 日に 至 るま で信頼す

べ き著述が 少 な い
。 殊 に度量 衡を科学史 の 見地

か ら見 よ うとす る と益 々 従 来 の 文 献 の 不 正 確無

責任 な叙述が恨 まれ る の で ある。
”

と従 来 の 研究

＊ 受 付 20G7 年 5 月 12 日 　 ＊ ＊ 会員 　〒350−8585 埼 玉 県 川 越市鯨井 中野 台 2100

　 （FacuLty 　ofEngineering ，　Toyo　University）、　 E−maii ： ami ＠eng ．toyD 、ac ．jp
東 洋 大 学 工 学 部 建 築 学科

計 量 史研 究 Z9−2 ［33］ 2007 ．43
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を批判 し、度量衡史 の 研 究に つ い て 天 野 は、
“

度

量 衡史の 編纂には ど う して も根本資料 に遡 る こ

とが必 要 とな る 。 第
一

に は 、 古 尺 、古枡 、古秤

分銅 の 器物 自体 の 調査 で あ り 、 第二 に こ れ に 傍

証 を与 え る 古文 書類 の 研 究で ある。
”

と述 べ て い

る
3）
。 こ の よ うに天 野は 古尺 、古枡 、 古分銅 の

実測 と い う実証面 を重視 して 度量 衡史の 研 究を

行 っ た。当時 の 度量衡 史 の 研 究にお い て 古尺 、

古枡、古分銅 の 実測は 殆 ど行 わ れ て い なか っ た。

天 野は 、 日本度量 衡史 の 分野 にお い て 実測 面 の

研究 を強調 し た最初の 入で あ っ た と考え られ る 。

私達が 古尺 、古枡 、古分銅の 実測値 を解析 す る

場 合 、 天 野 の 研 究が い つ も出発 点 とな っ て い る 。

　 天 野 の 度 量衡 に 関 す る研 究論 文 は 高 田 に よ

れ ば
4）、（西 暦年、番 号 （高 田 に よ る番号）発表

先、題 目 の 順 で あ る。）

  　1941−8　科学史研 究、1、131〜146 頁、「明

　 治度制 の 起原 と内 田 五 観」

  1942−1 科学史研 究、2、114 〜 116 頁、「或

　 書の 探求」 （ユ941− 8 へ の 追補）

 
一2 計測、20、42〜51 頁 、「度量衡史

　 言舌　（1 ）1　［SP−2］

  1943 −12 計量 界 、
396、8 月 、3〜 5 頁、「日

　 本度量衡 史 の 由来 1 」 （1986 年、京都計 量 史

　 通 信、創刊号 （1986）、5〜10 頁、再録 ）

  　　　
一14 計量界 、 397、9 月 、6〜11 頁、「本

　 邦度量衡 の 由来 H （古分銅 σ）実測）」 （1964 年

　 口本学士 院編 ：明治前 　 日本物理 化学 史、572

　 〜645 頁、「度量衡」 再録）

  　　　
一15　同 上、398、10 月、1〜5 頁、 「同

　 上皿 （京桝 の 寸 法に 関する 文献）」 （1964 年同

　 上 再録 ）

  一16 同上 、399 、11 月 、IO〜 14頁 、「同

　 上 IV （京桝 の 寸法 〔続〕、古分銅 の 実測 〔訂

　 正〕）」 （1964年 同 上再録）

  　　　一18　同 上、400、12 月 、1〜4 頁 、「同

　 上 V （江 戸桝 座 の 沿革）」 （計量 史研 究、1−1

　 　（1979 ）、 10〜19 頁、再録 ）

  1944− 1 同上、401、1月 、4〜5 頁、 「同 E

　 VI （江 戸桝座 の 沿 革 〔二 〕）」 （計量史研 究、

　 1−1 （1979）、10〜 19 頁再 録）

で あ る 。 こ れ ら の 内 、 実 測に 関係 す る論 文 は  

    で ある、

以 下 、こ れ ら の 論文 を 中心 に して 天 野 に よ る実

測研究 に つ い て 述 べ る。    の 論文 は 1964年 口

本 学士 院編 ： 『明治前 　 日本物理 化 学史』、 572

〜645 頁 「度量衡 」 に よ っ た 。

2．明治度制 の 起 原一残存尺度 に よ る実験的考

　 証
5〕

　 江 戸時代 にお い て秤 と枡 は幕府 が秤座 、枡座

を 置 く こ とに よ っ て 制度化 が は か られた が 、尺

度 に つ い て は何 ら の 制 度 も設 け られ なか っ た 。

そ の た め、1 尺 の 長 さが多少 異な っ て い る物差

しが い く つ も存在 して しま っ た 。

　明治維 新後 、 度量衡 の 統一
の 気運 が高 ま り、

明治政府 は度量 衡 を統
…

す べ く明治 3 年 に 大蔵

省 に 度量衡改正 掛 を 置い た。長 さの 単位 に つ い

て は 1 尺 の 長 さを統
一す べ く法制 が何度か 変遷

を重ね 、政府 は 明治 24 （1891）年 に メ
ー

トル を

基礎 に置い た 1尺 の 長 さを （10／33）メ
ー

トル と

制 定 し た 。

　 そ の 途 中 の 道 の りにお い て 、長 さの 単位 の 統

・
に 関 与 した 内 田五観 が所 有 して い た 3 種 の 占

尺 ：享保尺 、又 四 郎尺 、 折衷尺 は 、 度制 が敷 か

れ るとき重要参考品 と され た 。 享保 尺 は 由緒 正

し い 尺 度 と され 、明治度制 の 基本 とし て 極 め て

重 要視 され た 。
こ れ ら 3 種 の 古尺 に つ い て は 内

田 五観に よ る説明 書が付 け られ て い た。

　 内 田所有 の こ れ ら 3 種 の 古尺 は 、内田 五 観 が

詳證館 主 で あ っ た 頃 の 作品 で
、

こ れ ら の 古尺 の

裏側 に 詳證館 と刻 され て い た。製作者 は、享保

尺 が 吉 明 、折 衷尺 と木 匠 尺 （又 四郎尺 ）は 大野

弥 三 郎規行 で あ っ た 。

　 こ れ らの 尺度 に つ い て は 明 治 43 （1910）年、

農商務省に て 実長 が測定 され て い た。 こ れ ら 3

種 の 尺 度に っ い て の 内 田 の 説明書きの 大部分 と

共 にそ の 実長 が 大谷 亮吉著 「伊能 忠敬 」 に 記載

され 、 大谷 に よ っ て詳説 され て い た
6）。こ れ らの

尺度 は 関東大震 災 で焼失 を免 れ 、内 田 の 説明書
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と共 に商工 省 中央度量衡検 定所 に保管 され て い

た
。

　天 野 は、享保 尺が本 当に 由緒 正 しい 尺 度で 、

江戸 時代 よ く知 られ て い たの で あろ うか、ま た 、

1 尺 を （10／33）メ
ー トル と定義す る に 際 し、拠

り所 とな っ た所謂 折衷尺 と は ど の よ うな尺 度で

あろ うか と、疑問 を提起 し た。そ れ を解決 す る

た め に天 野 は 、これ らの 尺 度、す なわ ち享保 尺、

折衷尺 、又 四 郎尺 に つ い て 、中央度 量衡検 定所

に保 管 され て い る他 の 明 治初期 の 尺 度 と共に 、

1 尺 の 実長を 測 定 し た 。 そ の 測 定値 に つ い て 天

野 が記 載 した 値は表 1 の 通 りで あ る。天 野 は、

こ れ ら の 尺 度 の 実測 に基づ い て 享保 尺 と折衷尺

に つ い て 考察を加 え て い っ た 。

　享保尺 に つ い て 大谷 は
“
享保 年間 、 徳川 占宗

が紀伊熊野 神社 の 神 庫に 蔵せ る 大宝 の 小 尺 （今

日 の 曲尺 1 尺 の 起源 をなせ るもの ） と称す る も

の を と りて こ れ を模造せ し め 以 て 準尺 と定 めた

り。 い わ ゆる享保 尺 、 す なわちこ れな り。
”
と述

べ て い る
7）

。

　 こ れ に対 し天 野 は 、享保尺 に つ い て 遡 っ て 調

べ よ うと した が 、享保尺 の 源 とされた 紀伊熊野

神社 の 古尺 は神 社 が 洪水 に遭 っ たた め、全 く不

明で あ り 、 ま た 、 享保年 間 、徳川吉宗が 作 らせ

た享保尺 もそ れ を蔵 して い た紅葉 山宝 庫の 火事

で 、焼失 して しま っ た た め 、遡 る こ とを断念 し

た。次に 天野 は、内田 の 所 有す る 卓保尺 自身 に

注 目 し た 。享保尺 の 目盛 りの 振 り方が 両端の 1

寸 を 2 厘 目盛 りに し て あ り、内 田所 有の 折衷尺

や又 四 郎尺 の 目 盛 りの 振 り方 と酷似 して い る の

表 1　天野 に よ る古尺 の 実測値 ： 尺度 比 較 表

番 号 名　 　称 製 作 者 称呼寸法 称 呼寸法 （メ

ー
トル 換算）

実測寸法

　 　  

差 　実測

寸法尺

差 備 考

1 享保尺 吉明 標準 標準 303．63 1．0020 （内 田 五 観 旧蔵）

2 折衷 尺 大 野 規行 享 保 尺 ノ

1002 ／1004303

．03 303．04 ＋ 上 1，0QOO ± 0 各 1寸 の 標 準 偏 差

55 ミク ロ ン （の

3 木 匠 尺 大 野 規 行 享保 尺 ノ

ユ000〆1004302

，42 302．37 一50 ．9978 一．2 又 四郎尺 （の

4 量地尺 大 野規周 享保尺 二

等 シ

303．63 303．69 ＋ 61 ．0022 ＋ 2 （〃 ）

5 又 四郎 尺 大野 規周
」；・：保尺 ノ

lOOO〆ioO4302

．42 302，58 ＋160 ．9985 ＋ 5

6
　　
7
　　
81 嚇

不 明

不 明

不明

303．63303

，03302
．42

303，71303
．18302

，67

＋ 8

＋15

＋25

1，00221

．00050

．9988

12

＋ 5

＋ 8

9 地球

（1／i2000万 ）尺

大野 規周 ユm＝3 尺 333．33 333．66 ＋331 ．1011 ＋11 銀 製、明 治
．：

年 改 正

案見 本

10 〃 μ　　　〃 〃 ” 333．65 ＋321 ．1011 ＋1上

七
一

地 球

　 （レ12DOO 力 ）尺

1厂　　 〃

〃　　 〃

〃

〃

1’ 333，52 ＋191 ．1006 ＋ 6

享保尺 〃　 　 　 厂’ 1m

＝3．289248尺

304．02 304．09 ＋ 71 ．0035 ＋ 2

11

／ 2

1314

／ 516

念佛尺 1厂　　 〃 ＝3，2915 303，81 303，75 一61 ．0024 一2

明 治 八年 大阪造幣

寮 ニ テ 大野 規 周 ガ

雛型 トシ テ 作 リシ

モ ノ

｛歹「

尺

測 量尺 〃　　 〃 蕭3．302 3Q2．85 302．97 ＋ 120 ．9998 ＋ 4

又 四郎 尺 厚　　 厚 ＝3．308 302，30 302．44 ＋140 ，9980 ＋ 5

　地 球

（レ B200 万 ）尺

厂’　 　 〃 ＝3，3 303．03 303，26 ＋231 ，0008 ＋ 8

17 　地 球

（1／13200万 ）尺

〃 　 　 　 〃 厂’ ’厂 303．26 ＋231 ，00〔〕8 ＋ 8

測 定ハ 昭 和 16年9月及 10月 二 筆者 自身 ノ 行 ッ タモ ノ 、実測値 ハ ス ベ テ 摂氏 t5”
’

二 換 算 シ テ ア ル 、．目盛 線 ノ幅 ハ 何 レモ

100 ミ ク ロ ン 足 ラ ズデア ル カ ラ 、線 ノ 中央 ヲ 測 ツ タ、

言十量 史石｝Fラヒ　29−2　［33ユ　2007，45
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で 、内 田所有 の 享保尺 は 熊野 の 尺 の 忠実 な模造

で ない こ とは 明 らか で あ る と天野 は指摘 し、更

に 、い くつ か の 根拠 を示 し て
、

“
亨保 尺 自体 もま

た決 して 幕末 か ら明治初年に か け て 世 間 に広 く

知 られて い た尺 度 で は な く、そ の 実際 の 寸 法 を

知 っ て い た者 は内 田 五 観 以外 に あ っ た と して も

極め て 少数 で あ っ た と考え て差 し支 えな い
”

と

結論づ けて い る。

　 さ らに 天 野 は、 1 メ
ー

トル の 10／33 を 1 尺 と

定義す るに際 し、そ の 拠 り所 とな っ た と言われ

て い る折衷尺 に つ い て検 討を加 え て い る 。

　伊 能 忠敬 が 享保 尺 と又 四郎 尺 と を折衷 し て

又 四郎尺 よ り 2 厘 長 い 折衷尺 を作 っ て 、全 国測

量の 基準尺 と した と い う伝説 は、内 田五 観 の 説

明以 外 に独立 の 資料 が見 あた らな い 、こ の 伝説

が広 く知 られ て い る の は大蔵省度 量衡改正 掛が

内田 の 説 を信 じ て しば し ば書い た た め で あ る と、

天 野 は指摘 して い る。折衷尺 の 伝 説に疑 い を抱

き、初め て 論評 を ドした の は 「伊能忠敬」 の 編

著者で あ る大谷亮 占で あ っ た。

　伊能が 全 国測 量 の 基 準 と し た と思 われ る 2

本 の 直尺 （以 F こ の 尺 度 を伊能尺 と呼ぶ こ と に

す る）は 、現 在 、千 葉県佐 原 市伊能忠 敬記 念館

に保 管 され て い る
8〕

。 こ の 伊 能尺 の 2 本 の 尺 は

真鍮 製で 、 1 本 は 田 中丹柳 の 銘 が あ り、他 は無

銘で ある。大谷 は
“

こ の 2 本 の 直尺 は 忠敬所 用の

尺度 の 原蕃 と称す べ き も の た り し こ と殆 ど疑い

を容れ ず。
”
と述 べ て い る

9）
。こ の 2 本 の 直 尺 の

内、田中製 は端 か ら直ち に 目盛 られ て お り、 1

尺 の 目盛 り線で 終わ っ て い る。 し か もそ の 端 の

エ ッ ジが す り減 っ て い た。無銘尺 の 方 は 基 準線

か ら目盛 られ た 1 尺 の 長 さ の 線尺 で あ っ た
T°〕。

　 こ の 伊能尺 は 明治 42 （1909）年東京帝国 大学

理 科 大学 に て 測 定が 行 われ て い た 。 こ の 測定 に

お い て 伊能尺 の 1 本 、田 中丹柳 作は端 か ら 目盛

られ て い るた め 、端 を除 い た 9 寸 の 実測結果 を

基 に 1 尺 の 値 が求 め られ て い た。大谷 は こ れ ら

の 実測結果 と農 商務省で の 内 田五観所有の 3 種

の 尺 度 、 す なわ ち享保 尺 、折衷 尺、木匠尺 の 実

測結果を基 に 内田 の 言 う折衷尺 伝説 に 論評 を下

し、更 に 折衷尺 の 実測値 （15℃で 、303．05mm ）

と伊 能尺 の 実測値 （15℃で 、田 中丹 柳作 ：303．25

mm 、無銘尺 ：303．36　mm ）よ り 、

“
こ の 2 本の 伊

能尺 は 折衷尺 の 長 さと異な る
”

と結論づ けて い

る
m
。

　 これ に 対 し 天 野 は、大谷 の 推論 は傾聴 す べ き

もの で あるが 、全面 的に従 う こ とは 尚早で あ る

と し て 、主な る根 拠 を 3 つ 示 して 折衷尺の 寸法

が
“
伊能忠敬 の 測量、製 図 の 基 本 と し た 尺 と

一

致す る可 能性 が否 定 され な い
”

と結論づ けて い

る u 天 野 の 示 した 3 つ の 根拠 とは 次の よ うな も

の で ある 。 す なわ ち 、

  伊能 の 測量 器械 を製作 し た人物 と内田所 伝

の 折衷尺 を作 っ た人 物 と は 同
一

人物 で 、大野 弥

三 郎規行で あ る と、天 野 は指摘 し 、それ故 に規

行は 伊能が測量 に使 っ た 尺度 を知 っ て い た と考

え られ る こ と と、内 田が何 の 根拠 もな く規行に

又四 郎尺 よ り 2 厘 長 い 所謂折衷尺 を作 らせ た と

は 考 えに く い こ との 2 点か ら、天 野 は、伊 能が

測量 に使 っ た尺 と折衷尺 と は 何 らか の 関係 があ

る の で は な い か 、 と考え た。

  規行 の 了
一
、大 野規周 が製作 した雛 形、すな

わち比例尺 中に 刻まれ た測 量 尺 に つ い て 、こ の

尺度 の 説 明書き に
‘
寛政年 間、日本海 岸絵 図を

作る た め に製作
’

と書かれ て い る こ とお よ び こ

の 尺 度 （302 ．97・mm ）が 内 田所伝 の 折衷尺 （303．04

mm ）に殆 ど
．
致 し、又 四郎尺 との 差が 1尺 に つ

き 2 厘 と考 えて 作 られ て い る こ と の 2 点か ら、

天 野 は、折衷尺 と伊能 が 測量 に使 っ た尺 度 と何

らか の 関係 が あ る の で はな い か 、と考 え た。

  伊能尺 の 内 、田 中丹柳 作の 直尺 （端か ら寸

法が 目盛 られ て い る） に つ い て 天 野 は 、観察 に

よ っ て、9 寸 の 箇所 で は 東京 帝国大学理 科大 学

で 実測 した通 りで あ るが 、 9 寸 9 分 の 箇所で は

現行の 曲尺 に よ る も の に極 め て 近 い 、 と述 べ て

い る。従 っ て 、天 野 は、田 中丹 柳作の 直尺 は
“
内

田 の 言 う折衷尺 と本質的に 基本が違 うとは 軽 々

し く断定 し得な い
”

と述 べ た。

以 上 3 点か ら天 野は 、

“

折衷尺 の 伝説 は或 は 内 田五 観 に 出た もの か も
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知 れ ぬ が 、そ の 寸法は伊能 忠敬 の 測量 、製図 の

基 本 と し た尺 と
一

致す る 可能性 が否 定 され な い

の で あ る
”

と結論づ けた 。

　折衷尺の 寸法が 1 尺 を 1 メ
ー

トル の 10／33 と

定 義す る に 際 し 、拠 り所 とな っ た と言 うこ とに

つ い て 天野 は、折衷尺 の 実測値 よ り 、 折衷尺 の

1尺 の 長 さ と 1尺 を GO／33）メ
ー

トル と し た と

き の 長 さは等長 で ある こ とを認 め たが 、1 尺 を

（10／33）メ ー トル と定義 した こ とに つ い て 、そ

の 解答を追 い 求 め て い る 。 天野 は 「度量衡 史話

（1 ）」 で 、明治 8 年 大野規周 が尺 度比 例書 を政

府 に提 出 し た とき 、

‘
3 尺 3 寸 を 以て 1 メ ー

トル

に 当た る （地球 子午線 の 1／132，000，000）と い う

新製尺
’

を政府 に建 言 した こ とに つ い て 、こ の 規

周の 新製尺 の 建 言は
‘
新製尺が 1 尺の 厳密 な定

義 と し て採 用 す る こ と を提案 し た注 目すべ き も

の で あろ う。

’ ］2｝
と述 べ 、1尺 を （10／33） メ

ー

トル と定義 した こ とに っ い て 更 なる追 い 求 め を

行 っ て い るが 、解答が 得 られ て い ない 。

　 さ て 、 天 野が 1941年 に 実測 し た古尺 群は 計量

研 究所 の 陳列室 に保管 され て い たが、同所 の 筑

波移転に伴 い 、国立科 学博物館 に 移管 され た 。

私達は 2002 年度の 科学研究費を使 っ て、0．5 μ m

まで 測定 で き る二 次元座標測定機 で こ れ ら の 古

尺 を再実測 し、同時 に 伊能尺 の 再測定 も行 っ た 。

そ の 再実測の 経過 に つ い て は私達 は既 に報 告 し

た
13）が 、そ の 結果 を表 2 に示 す 。

　私達 は伊能尺 の 内 、 田中丹 柳作 は 目盛 りが端

か ら日盛 られて い る の で 、端 を 除い た 9 寸 に つ

い て い ろ い ろな方法で 注意深 く実測 し、1 尺 を

求め た c

　こ の 表か らわ か る よ うに 、 私 達 は、伊能 尺 を

除 い た他 の 尺 度に つ い て は天 野 の 実測結果 と殆

ど変 わ らない 結果 を得る こ とが 出来た が 、伊能

尺 に つ い て は 天 野 の 推論 を 直接 に補強 する 結果

を得 る こ とは 出 来 な か っ た 。

　私 達 の 実 測結果 に よれ ば 、伊能尺 の 内、無銘

尺 は 303。396m 【n 、田 中丹柳作 の 尺 は 303．32gmm

で ある 。 こ れ らは 折衷尺 の 実測値 303．10mm と

か な りずれ た値 を 示 し、図 1 に示す よ うに享保

尺 、
303 ．68mm と折衷尺 の 中間 の 値を示 して い

る 。 従 っ て 、こ れ ら 2 本 の伊 能尺 の 値 は 内田 の

言 う伊能が 用 い た 尺度 の 値 とは 異な り、折衷尺

で な い とい え る。

　 しか も今回初め て 測 定 された新発 田藩 が測量

で 用 い た尺度は 実測の 結果、303．372・ mm で あ っ

て 、伊能尺 の 実測値 と か な り
．一
致 し た 値を示 し

て い る。

表 2　筆者 等の 実測 に よ る古尺 1尺 の 値（単位 mm ）（測定者 1 仙 田修 、小 宮勤一
、高 田 誠 二 ）

20℃ で の 値

名 称 製 作者 私 達 に よ る 実 測 値 参 考

2002〜3 1941 1909

伊 能 尺 無銘 303．39ゆ 303．38F
田 中銘 303．32g 303，27r

（端 面 か ら IQ 寸 まで の 実 測値 ） 303、22】

享保 尺 吉 明 303．68 303．66303 ，68
折衷 尺 規行 303．10 3D3．07303 ，08
又 四 郎 尺 規周 302．61 302，61
木 匠 尺 規 行 302．44 302，40302 ．40
比 例 尺

　 　 念佛 尺

　 　 享保 尺

　 　 測 量尺

　　　　　 規周

曲尺 （乂 四 郎 ）

地 球 1／（13，200 万）

303．753
〔｝4．11302
．54303
．00303
，26

303，78304
．王2302
．4了

303，003D3
．29

日本 尺原 器 藤 島 常 興 303．03 303．02
新 発 田 藩 測 量 尺 303．37 ：

t十量 史研 究 　29
−2　［33］　2007 ，47
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万分の
一
）
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一 江戸か ら明治 ヘ
ー

伊能
　 303．40

　 （9Util＞

　 303・，33

　 （伊髭田   

罵 1

轟 欄 

　

耐
　　 （長血繋） 
〔折鮒

一
← ＿ 302．64

闘
一 　　　e

．

伊 能 尺 閥係　　　　　　 そ の 他

　　　　　 ※ ： Q 醇 の裁字tt麺定尺の番号を示す，

図 1　近 代 日本 の 「尺 」
一実物資料再測定結果の 総合
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　天 野が 述 べ て い る伊能尺 の
一

つ 、田中丹 柳作

の 尺 に つ い て 今回 は端 面 か ら 10 寸ま で の 長 さ

も実測 して い る 。 そ の 長 さは 303．22］
　mm で あ っ

た 。
こ の 値は折衷尺 か らか な りずれ て い る 。

　 こ れ か ら見 る と、天野 が
“

9 寸 9 分 の 箇所 で

は 現 行 の 曲尺 に依 る も の と極 め て 近 い
”
と述 べ

て い る個所 は 、天 野 が簡便 な方 法 で 実 測 し て 認

めた 局所 的な判断 にす ぎな い と考え られ る。

3．京枡の 研 究
14）

　次 に天 野 は 、我 が国が農 業国で あ っ た 関係 か

ら穀用枡 は上 代か ら近年に 至 る ま で 極め て 重 要

な課題で あ る と考 え て 、古枡 、特 に京枡の 文献

的史料の 調査 お よび 実物の 実測 を試み て い る 。

　古枡の 文献 的な研究 は多 くの 研 究が あるが 、

そ の 多 くは 可成 り疑わ し い 推測 の 範囲 を出て い

ない 、 と天 野 は今 まで の 研究を批判 した が 、宝

月圭吾 に よる 「京枡 の 研 究」 は 多 く の 古文 書を

参照 し た 社会 経済史的 な研 究で あ る と評 価 して

い る。ただ し 天野 は、宝月 圭吾 とは異 なる 「文

献 的実物的資料に基づ い て 社会経 済史的 な裏付

けi を試み よ うと して京枡 の 文 献的史料の 調査

お よ び実物 の 実測 を試み て い る。天 野 は まず 、

和 算書を始め とす る多く の 文 献調査か ら、京 枡

1 升の 大 き さに つ い て 分析 し 、 1 升枡 以外 の 枡 の

寸 法 に つ い て は 、福 井家か ら借用 した 京枡座福

井家 の 古文 書の 調査 か ら、「塵劫 記」な どの 和算

書に書 かれ て い る 寸法は 実際 の ・1怯 とは 違い 、

単な る 1升枡 と の 比 例計算か ら出 し て い るにす

ぎない 、と批判 し て い る。

　 次に 天 野 は 、福井家に 残 され て い る京枡 の 実

測を行 っ て い る。表 3 は 天 野 が 実測 し た 京枡 の

結 果で あ る 。こ れ は 、京枡 に つ い て 行わ れ た 最

初 の 現代 的実測 と考 え られ る。こ の 結果か ら、

天 野 は
“
京枡 の 寸法は現今 の 尺 度 と甚だ し くは

異な らぬ 尺 度 で 製造 され て い た こ とが 分か る
”

と結論づ けて い る。そ し て
“

こ の こ とは 、検定

所
L5＞ 所蔵 の 京枡 で 丸に京お よび枡座 の 烙印の

み あ る明 治初年 の も の と思われ る穀用 5 個、木

地 4 個の 枡に つ い て も 言える の で 、 明 治 7 年 の

大 蔵省文 書に東西 両座 の 斗量原器 が折衷尺 に近

か っ た とあ る の も 、少 な く も著 しい 誤 りが な い

と言 え る
”

と述 べ て い る 。

　 さて 私 達 は 近年 、京都 市歴 史資料館 に寄託 さ

表 3 天 野 に よ る京枡 の 実測結果

枡 の 容 量 製作 年 代 称 呼 値

（寸 ）

実 測値

（寸 ）

（実 測 値
一称 呼 値 ／ 称 呼 値 ）

　 　 　 　 （％ ）

1升 寛永ll〜明暦 2 ロ広

深 さ

生 92

，7
4，942
．72

十　　 〇，8
十　 　〇．7

1斗 安 永 3〜天 明 2 口広

深 さ

10．55
，8810

．515
．86

十　 　〇．1
−
　　 0．3

1 升 （鈴

木 氏蔵 ）

文 化 8〜 9 口広

深 さ

4，92
．7

4．932
．70

十　 　〇．6
± 　 　O

5合 文 化 12〜文政 3 口 広

深 さ

3．96 3，98 十　 　〇．5

2合 5 勺 文 化 12〜文政 3 口 広

深 さ

3，16L6233 ，161
，63

±　 　0

十　 　〇．4
1 合 文 化 12〜文 政 3 口 広

深 さ

2，lL47 2．lL47 ±　 　0
±　　0

5 升 文 政 7〜 10 口 広

深 さ

8，344
，66

8，374
，65

十　 　〇，4
−
　 　 0．2

7 升 天 保 ll〜 13 目 広

深 さ

9，475
．D6

9．475
，05

±　 　0
−
　　 0，2

5 合 天 保 14〜嘉永元 口 広

深 さ

3、962
、0673

．972
．07

一
　　 〇，2
十　　 〇．1

5合 元 治元〜慶応 2 口 広

深さ

3，962
，0673

，972
，08

十 　 　 〇．3
十 　 　 〇，6
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れ て い る 京枡の 基 準器で あ る 「御本枡 」 1 升 9

挺 （重 文〉を借用す る こ とが 出来、実測す る こ

とが 出来た
16〕。これ らの 「御本枡 」 の 底板外面

に 口 広 4 寸 9 分、深 さ 2 寸 7分 と刻 まれ て い た 。

表 4 は そ の 実測値 で あ る 。 表 4 に よれ ば 、
口 広

4 寸 9 分 の 実測値 は平均 ： 148 ．776mm 、標準偏

差 ： 0．493mm 、深 さ 2 寸 7分 の 実測値は平 均 ：

82．413mm 、標準偏差 ：0，386　mm で あ っ た 。そ

して 私達は 、
「御本枡」の 口 広 4 寸 9 分 の 実測値

を基 に し て 、 当時枡作製に用 い られ て い た と考

えられ る物 差 し の 1 尺 の 長 さの 導出 を試み た。

そ の 結 果 、物 差 し 1 尺 の 長 さは平均 ：303．624　mm 、

標準偏 差 ： 1．007mm で あ っ た
16｝。こ の 値 は 、図

2 に示 した よ うに 、折衷尺 303．11mm よ り大 き

くずれ 、享保尺 303．68mm に 殆 ど近い 値 で あ る。

こ れ は、天 野が 実測 した枡 の 種類 と は 違 っ た こ

とに よ る の か も し れ な い が 、天 野 が支持 し た明

治 7 年 の 大蔵省 文 書に記 載 され た個所、
“
東西

両座 の 斗量 原器 が 折衷 尺 に近 か っ た
”
とい うこ

と と異な る結果 とな っ て し ま っ た の で ある。

4．古分銅の研 究
1η

　 天 野 の 古分銅 実測 の 研 究論 文 は 『計 量 界』

No．397 に発表 し た 「本邦度量衡の 由来 H （古分

銅の 実測）」 の 1 編の み で あ っ た。

　 天 野 は
“
江戸時代 の 目方が今 日 の も の と同 じ

か ど うか を科学的 に検 討す るに は天 秤用 の 分銅

は最 も精密 な測定 の 甲斐が あ る資料 で あ る
”

と

述 べ て 、後藤家 の 古分銅 と岩 倉大使購入 の 鉄 分

銅 の 実測 を行 っ て い る 。

表 4　筆者等 の 実測に よ る福井家京枡座 関係 御本枡 の 内、1 升枡 （弦掛枡） （No．12〜

　　 No．20）　の 値

　　 　　　　　　　 　　　　　 （測定者 ：坂 手弘明、高 田誠 二 、小宮勤
一一

、大網功）

御本枡

1 升枡

年 代 口 広 k

（  ）

口広 1

（  ）

深 さ

（mm ＞

総容積

（cm
葺
）

No．12 元 和 5（1519 ）

〜承 応3（1654 ）

149．927149 ．07682 ．085 1834．64

No．13 149．486149 ．10482 ．992 1849．81

No．14 148．327M8 ．28682 ．435 1813．14

No．15 承応 3（1654）
〜寛 文 8 （1688）

148．887148 ．39182 ．ll6 1814．23

No．16 148．176148 ．50482 ．899 1824，17

No．17 寛 文8（1688）〜

寛 文 ll（1671）

149．062149 ．09281 ．999 1822．34

No ．18 文 化12（1815）
〜文政 2 （1819 ）

148．360148 ，41182 ，0401806 ．38

No．19 148．530149 ．37082 ．7471835 ，82

No ．20

　　年 代 不 明

（錆 の た め 判 読

不 能〉 148．541148 ．43582 ．4031816 ．88

平均値

標 準 偏 差

（4寸9分）

148．了76
　　0．493

（2寸7分 ）

　82．413
　　0．386

（64827 立方 分 ）

　　1824 ，16
　　　　工3．68

年 代 は 京 都 市 文化 観 光 局 編 集 ： 「福 井 家 1日蔵 京 柵 座 関係 資料 調査 報 告 書i 昭和 63 年 q988｝ に よる ，

口 広 4 寸 9分の 実 測 値か ら割 り 出 し た 1尺 の 長 さ ： 平均 ： 303．624mm、標 準 偏差 ： 1．007  
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」．5403

304．0・

3035

303．0

302．S

302、G

御本 枡？」　1・ら

求め た ／ 尺
　 　 覇

　 　  

　 30362

享保 尺

　 ●

303、68

折 衷 尺

　 　●

　 303 ．1i

又 四 郎 尺

　 ●

302 ．61

念佛 尺

　 ▲

303．76

伊能 尺

　 30340

　 ◆ 無銘

　 ◇ N 中 銘

　 303．33

尺 原 器

　 ★

303 ．03

図 2　江戸 期 の 尺 度 と枡 とか ら求 めた
“

尺
”

の 実長
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  　後藤家の 分鋼

　表 5 は天 野 が 実測 し た後藤家の 分銅 で あ る 。

こ の 結果、天 野 は、
“

量 目 の 大 きい 方で は現行 の

も の に比 し
一

万 分の 十 七 程度過大 の もの が圧倒

的に 多い こ とが 分か り 、

一
両 以 上で は

一
万分 の

一
程度ま で 精密に 調整 し得た こ とが明 らか に な

る。こ れ に反 し五 疋す なわち五 匁以 下 で は過 不

足 の 割合 が大 で、こ れ は感量 の 小 さい 天 秤 が用

い られ な か っ た こ とを推 知せ しめ る 。

”
と指摘 し

て い る 。

  岩倉大使購入 の 鉄分銅

　次 に岩 倉大使購入 の 鉄 分銅 が実淵 され て い る。

表 6 は天野が 実測 した値 で あ る。こ こ で天 野 は 、

長沼政五 郎著 「度量衡雑談」 の
一
節の 注 に

‘
こ

の 鉄分銅 を基本 とし て 貨幣条例 の 制定 を見 るに

至 っ た
’

と書か れ て い る こ とを こ の 実測値か ら

批判 し て い る。天 野が こ の 鉄分銅 を実測 した 結

果 （1kg 分銅 の 精度 は 33／10，000、500　g 分銅 の

精度 は 53／10，000 程度）、 精度が 悪 く、旧幕時代

の 分銅の 精度 （後藤家の 分銅 、三 十両 （1，125g ）、

二 十 両 （750g ）、十両 （375　g）の 精度 は 17／10，000

程度） に鋼底及 ばな い
。 天 野 は 、 こ の よ うな鉄

分銅 を原器 とする と言 うこ と は殆 ど考えが た い

こ と で あ る 、と述 べ て い る 。

　
一一

方私達は 、東京大 学史料編纂所管理 の 後藤

家正 本分銅 を実測 し、浮 力 補正 を行 っ た真値 を

求め る こ とが 出来た
ls）

。 表 7 はそ の 実測値 で あ

る。東京大学史料編纂所管理 の 後藤家の 分銅は

非 常に 多 くあ り
V9）
、そ の 内 「正本 分銅」 は後藤

家が 製造 し た 分銅 の 基準 に な っ た と推定 され る

も の で ある
2ω 。天 野 が実測 し た分銅 は後藤 家の

分銅 と書 かれ て い るだけで 、それ以上 の 記載 が

な い の で 、 私 達 が 実測 し た 後藤家 正 本分 銅の

デー
タ と天 野 に よる実測値 とは同 じ分銅の 実測

値 とは 限 らな い
。

一
概 に 比較 は 出来ない が 、同

じ後藤家の 分 銅 と言 うこ とで
一

応 比較 し て み る

表 5　天野 が実測 し た 後藤 家の 分銅

表 記 現 行 ノ 分銅 ニ ヨ ル 現行 との 差 備 考

検 定値 （匁） （％ ）

参 拾 両 （300 匁） 300．547 （＋） 0．182

（≡11259 ）

弐拾両 （200匁） 200．357 （＋）　 0．179 十 二 代 寿 乗力 、十三 代 延 乗 力

（＝7509 ）

拾両 （100匁） 100．173 （＋＞　 0．173

（＝3759 ）

伍両 （50匁 ） 50．086 （＋）　 0．172 十
．…

代通乗力

肆両 （40匁 ） 40，069 （＋）　 0．173

参 両 （30匁） 30．051 （＋） 0．170

参両 （30匁 ） 30．008 （＋）　 0．026 赤色改印ア リ、十
一
代通乗 力

壱 両 （1Q匁 ） 10，016 （＋＞ 0．16

壱両 （10匁） 9．983 （一）　 0．17
五 疋 （ 5匁） 4．9981 （一）　 0．04

閃 疋 （ 4匁 ） 4．007 （＋）　 0．18 十 二 代寿乗 力 、十 三代 延 乗 力

四疋 （ 4匁） 3．986 （
一
）　 0．36 改印ア リ

三 疋 （ 3匁 ） 3．005 （＋）　 0．⊥7 黒 色　 寿 乗 力

三 疋 （ 3匁 ） 2．991 （
一
）　 0．30 金 色 　延乗力

二 疋 （ 2匁 ） 1，992 （
一
） 0，4

二 疋 （ 2匁） 1．991 （一＞　 O．5
一

疋 （ 1匁 ） 0．999 （
一
）　 0．1

五 分 （0．5匁） 0．494 （
一
）　 1．2

四分 （0．4匁） 0．401 （＋）　 0．3
三 分 （0．3匁 ） 0．299 （一）　 0．3 黒 色

三 分 （0．3匁 ） 0，297 （
一
）　 1．0 金 色

二 分 （0．2匁） o．199 （
一
）　 0．5

一
分 （0．1匁 ） 0，101 （＋）　 ユ．0
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表 6　岩倉 大使購入 の 鉄分銅 （天野 に よ る実測結果）

種類 （称 呼値） キ ロ グラ ム 超過量　グ ラ ム 百 分率 （％） 備考

20 （＋）2．147 （＋） 0，01

10 9．530 0．10

5 7．817 0．16

2 2．967 0．15

ユ 3、315 0．33 錆 ア リ

1 3．313 0．33 錆 ナ シ

500 　 グラ ム 2．662 0．53

200 0．516 0．26

100 0．448 0，45
100 0．428 0，43
50 0．199 0．40

表 7　筆者等 の 実測 に よ る後藤家正 本 分銅 （東京大学史料編纂所 管理 ） の 質量 一実測値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （測定者 ： 根津嘉 明 、小 宮勤
一…

）

真値
一
称 呼 値目録

番号

分銅

種 別

称呼値

＊ （9）

体積 ＊＊

（cの

協定 値

＊＊＊（9 ＞

真 値
＊＊＊＊ （9） 称 呼 値

3−3−1 五 十 両

分銅

1875 218．61874 ．582 1874．563 一
〇．023　 ％

3−3−2 ∠ 十 両

分銅

1125 130，6 1124．636 1124．624 一
〇，033　 ％

3−2−3 二 十 両

分 銅

750 87．6 748．225 748．217 一
〇．238 　 ％

3−2−1 二 十両

分銅

750 83．97749 ．859 749 ．847 一
〇．020　％

3−1−1 　十 両

分銅

375 43．7 374．943 374．939 一
〇．Ol6　 ％

2−9−3 　 三 両

分銅

112．5 13．1 112．285 ll2．283 一
〇．193　 ％

2−7−1 　 四 両

分 銅

150 17．5 150．008 150．006 ＋ O．004　 ％

2−5−1 　 五 両

分銅

187．521 ．8 187．174 187．172 一
〇．175　 艦

2−4−4−1 　 五 匁

分 銅

18．752 ．18 ユ8．7335818 ．73339 一
〇．089　 ％

2−4−2−1 　二 匁

分銅

7．5 0．88 7．52097 7．52090 ＋ 0．279　％

2−4−1−2 　
一

匁

分銅

3，750 ．44 3．73092 3．73088 一
〇．510　 ％

　 ＊　1匁＝3．75g と して 算出 、．
＊ ＊　音 響 式体 積 計 に よ る、

＊＊ ＊　分 銅 の 密 度は 8．Og ん m1．測 定の 場 の 空 気密度 は 1．2mg ，tcm と し て の 値，
＊ ＊＊ ＊　測定 時 の 気 温 、鯤 度 お よび 気 圧 の実 測 値 で浮 力 補 正 を 行 った値。
二れ ら

．
連 の 測 定 の 不 確 か さ 〔k＝2） は ．± 0，eOFJ　 g と評価 され たロ

計 量 史研 究 29−2 ［33］2GO7，53
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こ とにす る 。

　私達は秤 量 5，100g 、最小表示 量 1mg 、の 分

銅校正 用電 子 天 秤 と秤 量 lllg、最小 表示 量 1μ g

の 分銅校 正用電子天秤 の 2 台を使 い 分 けて 測定

し た。それ と同時 に 音響式体積 計を使 っ て 分銅

の 体積 を実測す る こ とが 出来たの で、浮力補正

を行 っ た真値 を求 め る こ とが 出 来た
21）

。 私 達は

天 野 よ り、1 桁精度 を上 げる こ とが出来た。私

達の 実測結果 で も、2 匁分銅 と 1 匁分銅 は 過不

足の 大き さ （28／10，000、51／10，000）が 5 匁以

上 の 分銅 （過 不足 の 大 き さ 、 多くは 9／10，000 以

下 ）に 較 べ て 大 き くな っ て い る 。
こ れ か ら、天

野 の 主張す る前 半部分 、す なわ ち
“
両 目 の 大 き

い 方で は現 行 の も の に 比 し
一

万分 の 十 七程 度過

大 の も の が圧 倒的に 多い こ とが分か り、
一

両以

上 は
一

万分 の
一

程 度ま で 精密 に調整 し得た こ と

が 明 らか に なる 。

”

と い う個所 は補強 す る こ とが

出 来た と考 え られ るが 、5 匁以 ドの 分銅 の 私達

の 実測 が少 な い た め 、後 半部分 の 主 張、す な わ

ち
“

5 匁以 下で は過 不足 の 割合が 大で 、これ は感

量 の 小 さい 天 秤が 用 い られ なか っ た こ とを推知

せ し め る
”

とい う個所 は 補強 す る ま で に は 至 ら

なか っ た 。

　なお 私 達 は 、 岩 倉大使購入 の 分銅 は 実測 し て

い な い の で 、 犬 野 の 結 果を紹介す るに 留め た 。

5．むす び

　 い ずれ に して も天野 の 研 究 は根 本資料 に遡 っ

て 、古 文書 の 調査 と と もに資料本体の 実測 と い

う実証 面 を重 視 し た研 究 で あ っ た 。 当時 の 度量

衡 史研究 の 中で 、天 野 の 研 究は 資料本 体 の 実測

とい う実証面 を重視 した最初の 本 格的な研 究 で

あ っ た と考 えられ る 。 私 達は 当初か ら、天 野 の

研 究を実測 面 の 原 点 と考 え て 、資料本体 の 実測

を行 い つ つ 、天 野 の 研 究 と の 比 較 を行 っ て き た。

天野 の こ の よ うな研究態度、すなわ ち 資料本体

の 実測 を重視 した研 究態度は 、現在 、未来 とも

に私 達 に よ っ て正 し く受 け継 がれ て 行 くべ き も

の と考 え られ る 。
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